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作年数及び輪作規模と J酋古虫の消長，航空散布の欠点（作物ド部まで製薬か到達しなしいを補）

散布技術及び両者の適正糾合せ，機械化用品種の育成，機械化用栽植密度，機械化作業体系布の

素材研究を分担し，それらの成果を

うに思われだ。

るというような研究体訓はあまり考慮されてしヽないよ

方，農業研究公社の特別プロンェクトとして，アメリカ及びttt界銀行の人的，賓金的協力に

より，両スーダン炭業研究ブロン L クトが最近開始され，現在 6年這十圃の第 2年目で，施設と人

員の整備を進めぐし)る（，このフロンェクトは，作物、 上壌，畜哨，経済，社会予害のリill"『家チー

ムによる総合的アプローチを計両しており，同時に農業研究公社の体質改喜を刺激しようとの危

図があるように見える。
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図 1 地域区 分

(iti Q位 ：近年， J風により運：よれて蓋だ砂でで弐だ軽,,,砂質l:壌て，

•一般的に起伏｛こ富み、表面は植物などにより固定されてし＼

る なお，スーダ/(乃 Qozlandsては，井,,ゃJiUこより水

いf!l,給六れ，粗放的な農業が臼まれる場合か多,,

2 社 会経済条件

1976年の統計によると人I!は1,613万人，人口密度は6.4人/km2に過ぎず，総面積の約25%は無

人の沙漠で， 一方，北緯10--15度のナイル川流域と首都ハルソーム周辺地域の人fl密度は比較的

、（ 
、Aし高

人種的には，アラピア語を話し，［い］教を偏仰するアラフ系住民と，原始ポ教を｛託じ，部分的にキ

リスト教化された30種以上の占語に分かれる多くの部族からなる黒人系住民に大別され， しかも

北部のアラフ系か約 7割を占めて，政治，経済の主惇権を握り，南部の非アラフ系川人を事実L

支配するという関係にあるため，両者の間に紛争や対立が多い。

1889年以来イギリス及びエジフトの共同統治ドに讃かれていたスーダンは， 1956年 1月1日に

独吃したが，その後14年間は，政党の分裂抗争，経済不安，ェシプトとの国境間題， さらに国内

の南北問題も加わって混乱が続し＼だ'

1969年 5月25日，ニメイリ中佐はクーデタにより政権を握り，革命評壌会洪長となり，国名を

スーダン民t共和国と改めた後，左派政権と見られる内閣を組織した 0 そして外資系の銀行や商
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なお，賃易収文どし嬰，］］目別輸出人胃I]合ふ表6, 7り）とおり又オ)".~) 

表5 分野別国内総生産

区 分．
1969 / 70 1972 / 73 1975 / 76 1978 / 79 

農 翌衣

食品 「業

鉱 業

吋,u； 戸双 水

建 設

商 業

運輸通信

政府サービス

その他サービス

国 内総生産

263. 7 (37.6) :144. 6 (38. 4) 628. 2 (33. 9) 

65.0 (9.3) 79.4 (8. 9) 155.6 (8.4) 

1. 8 (0. 3) 3. 5 (0. 3 J 5. 5 (0. 3) 

16.5 (2.4) 17.5 (2.0) 28. 6 (l. 5 l 

24. 3 (3.5) 31. 2 (3. 5 l 88.8 (4.8) 

102. 6 (14. 6) 142. 9 (15.9) 315.3(17.1) 

51. 1 (7. 3) 61.9 (6.9) 192. 4 (10. 4) 

81.5(11.6) 104.8 (11.7) 171.5 (9.2) 

95.0 (13.5) 111.4(12.4) 262. 1 (14.2) 

701. 5 (100) 896. 8 (100) 1,848.0 (100) 

894.4 (32. 1) 

231.1(8.3) 

7.8 (0.3) 

34. 3 (1. 1) 

163.3 (5.9) 

442. 9 (15. 9) 

345.0 (12.4) 

269. l (9. 7) 

396.5 (14.2) 

2. 784. 7 (100) 

（出典）

1971 

440 ．．． 
451 

11-11-

li入じく，＇ 
輸輸収

Sudan Guide 1980 

表6 貿 易 収 支
（白^ 万スーダンポンド）

1972 1973 1974 1975 1976 1977 1978 
- -→―·-.--ー— -・ . -—• 一-- -------—----~· 一ー . -- ----―--- -----→―-- ---← ---

124 .4 152 .2 122. ゚ 152,5 193.0 230 .2 202 3 

ll? .9 151.8 240 .5 359 9 341.4 376 .5 449 .5 

+6.5 ・← 0.4 ~125 .5 -207 4 -148.4 -146 .3 -247 2 

（出典） 19th Annual Report. Bank of Sudan 
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目別輸出割合 表 7 品目別輸入割合

品日 1972 
..  ― 

ワタ 58.6 

・.:r 

、、，カセイ
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↓
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,
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'
 

9
"

全
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多
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i"ClJ 

心且

7. 8 

7. 4 

7.3 

3. 5 

15. 4 

100. 0 

1975 

46.。
22.6 

7.8 

5.0 

2. 7 

15. 9 

100.0 

1978 

8 

10.2 

9.5 

ry" / . .) 

3.3 

17.9 

100. 0 

＼出典） 19th Annual Report, Bank of Sudan 
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ロ 目

機 械

唄材料

輸送）甘機器

化‘了:i'1ー,~, 槃晶

織物

砂糖

茶

コービー

その他食品

その他

1972 1975 l 978 
----- - -- --

13.3 16.4 24、

1.3 7.8 11.3 

11.4 17.9 12.8 

12.l 11.2 9.3 

14.4 12.0 8.3 

.
j
i・

14•1m 

8. 7 

5.2 

1. 6 

8. 5 

23. 5 

100.0 

11. 0 

l. 2 

0.6 

4. 0 

17.9 

100.0 

4. 2 

3.8 

0. 1 

4. l 

21. 2 

100.0 

19th Annual Report. Bank of Sudan 
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:~ も適してし＼る C

=— 1l らり情I青から，

額の投資をし:..□ 農業開発をすることを企皿している＾

スーダ:.,,O)J: 地利用状況は表 8のとおり，農耕可熊地は国上の約35%,8,400万ha

7
勾)

 

’~~V 

しこも

サウシアラピ了

且尻束井｝也：ょ i,すc'ヵ、713Jihaて'',

了ラ
，
 

L
'ト

『

r

・
~

ため多くの作物の戟

ま{L(i_, る0 さら tこ中部から南部::. かげての広大左サ Iヽ ンナ地閤は斎

スータノを yラフの役合とずへ〈多

見込まれて

農耕叶糀地の8.5%:こ過ぎなし¥0 

表8

農

牧

森

そ
の

スーダンにおける土地利用状況

割合 1%¥

向積

陸 1-_

刈川・湖笠

耕可能地

既耕地

末耕地

章地

林

他

面積 '・f'ha1
． ． ． ． ．  

250,581 

237, 600 

12,981 

84,000 

7, 134 

76,866 

24,000 

91,500 

38, 100 

100% 

35. 35(100 .00 l 

(8 .491 

i 91.51 >

10. JO 

38. 51 

16. 04 

（出典） :Vlinistry of Agriculture 1976 i,JICA: 人ータ.,/ 

白ナイル !I[ぷ串稲作開発f泊祠調介報化；じよりリllil)
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は，大型トラクタ奇枯幹にし~ だ近代的機械化農業と伝統il勺粗放農業に大別され， 1liJ者

はじ^ ｛こかんがし、耕地で，

とんどが非かんがい

しこよって連宮されて p るn 一方粗放農業はそのほ

わオLており， が低い上に，降f甘に されて生所かぎわ

めて不安＇よてある

スーダン 1、こは， 了フリカて見ら itる作物のほとんとすへて されていると c¥ -, ても過言て

はな ¥lが， 七なものは「）夕囀 ノルカム， ミレノト， コムキ， ゴマ、 ラ/カセイのほか j,ウモロ］

シ，キャ Jサ／、，サッマイモ，水稲，サトウキビ，アラビア Jム， である" ワタを除

いて， •般に低い

かんがし＼面積は的lOOJjhaで，その40%はソタ， 27%はソルガム， 12%はコムギで‘占められてい

る0

スーダンの上地は，ナイル川心岸の農地の と都市罪を除くと，はとんとすべてか国打地で，

農地はきわめて安い地代で貸しつ:-;られ，放牧地や林地は

ル川沿岸の惰じては，耕作権の存在する国行地もある

2)作物生産の概要

しつけられてし)る心なおナイ

t要作物の作付面積は表 9のとおり， 1978/79年に約700万haで，最も多し＼のはソ］しカムで約300

ヵiha, これ(.:次し}でミレノト， ラ；カセイ，ゴマが90--120Jiha, 「］夕が約45万ha, コムキか的25

りha亨 トウモロコシが約 6万haである，う過去15年間に作付面積は 2倍以J:-.になっているが，中で‘

もコムキは約 7倍， ラJ カセイは約 3倍， ソルガム， ミレノト， ゴマ， トウモロコシは約 2

それぞれ増加してし)る c

表 9 主要作物の作付の変化 （千ha)

平均 平均
作 物 1962-64 / 65 1968-70 / 71 1975 / 76 1976 I 77 

. . -

ワ 夕 446 480 412 423 

ソルガム 1,390 1,655 2,651 2.641 

ミレット 546 664 1,134 1,165 

ラソカセイ 325 388 975 790 

ゴ マ 459 591 893 961 

コムギ 34 123 290 268 

トウモロコシ 33 38 88 63 

人口（千人） 12,826※ 15,194 16, 015 16,905 

（出典） Current Agricultural Statistics, (AS Vol. l, No.3, 1979) 

FAO Production Yearbook (Vol.25, 1971及び Vol.33, 1979) 

※ 1961-65平均

1 1977 / 78 1978 / 79 

470 435 

2,798 3,024 

1,238 1,293 

1,118 978 

986 864 

253 246 

58 61 

17,376 17,865 

またこれらの生咋及び収凧は表10のとおり， 1978/79年の生忙鼠はワタ約40Hトン，ソルガム240

万トン， ラノカセイ約80けトン， ミレノト約55万 t, ゴマ約21万 t' コムギ約l8Jjt, トウモロ

~10 



コン約4万 t' コメ 1万 t' ソラマメ （生） 2万 tで，

ているが，収鼠は横ばいまたは低卜1項向を示してし＼る。

1こ生産も増加し

なお， 1977/ 78年 によれば，キャ、I サ｝く (2,2万ha, 5 J-j t)て サソマイモ (O小 8Jjha, 

1.1万 t). サト占キビ (1Ji~・l.2万ha, 14カt) され，二のほ （特に重要

なものはトマトとタマネギ），果物（クレープフルーソ，マンダリン， ｛レンン，レモン' ・'ライム，

デイツ，マンゴー， グワ 及びアラピアゴムの生産か行われている。

表10 主要作物の生産概況

(1977 I 78年）

作 物 作付面積 生産量 収 量
-- -- --・ —~ ー.'.--•- -- --・・. 

千 ha 千t k, / ha 

r J 夕 435 407 933 

ソルガム 3,025 2き408 795 

ミレノト 1,557 550 426 

ラッカ七イ 978 798 817 

ゴ マ 864 214 248 

コムギ 246 177 719 

トウモロコシ 61 45 738 

ソラマメ（生） 13 21 1,612 

イ ネ 8 10 1,190 

（出典） Current Agricultural Statistics (AS Vol.1, 

No.3, 1979) 

ただし，筆者が単位換算

前述のとおり，スーダンは南北の長さが2,000km, 面積が250Jjkm2もあり，気候や七壌の変化か

大きいので，作物の栽培季節や収械は地域によって大ぎな差がある。最も重要な農業地常の一つ

であるゲジラ州の主な作物の標準的な播種期と収穫期は表11のとおりである。また，‘ノルガム，

表11 ゲジラ州における主要作物の作季

作 物 播種期 収穫期

ワ 夕 7月下旬-8月中旬 2月 4月

‘ノルガム 6月 ー→ 7月 10月 - 11月

ラッカセイ 6月 ～ 7月 10月 - 11月

コムギ 10月下旬-11月中旬 3月下旬～ 4月

（出典） Gezira Research Stationにおける聴取

-11-
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3) 畜産の概要

,.-. 乞｝
音j';,柱 ノ'.. .. ,,, ンJ)ボ嘉，:';:元 --、-)で、あ心，家 ,

4
 

9
,
t
 

?
J
 

tiぐ） 1978 f['.:、：.l 

l、730 fl令714 LI」、ド1,225 ラクタ252万叫こ f女:')-c" ¥ 

表13 家畜飼養 頭数

年 牛 羊 山羊 ラクダ
---—• -----.. ------------... ----ー＾ヽ—------------ • ------- --—··- -・ ー一··-··~----―----

1974 14,720 13, 775 10,707 2や 750

1975 15,281 14,494 11,254 2,782 

1976 15,367 16,222 11,300 2,361 

1977 16,305 16,676 11,763 2,441 

1978 17,299 17,143 12,246 2,524 

（出典） Sudan Guide, 1980 

二の統汁こよると 1974年から 1978年の間：こ，＇卜 18%, '1乞24%, 111羊14%それぞれ増加し， ブク

ダだけは 8%減少した

家畜飼壺叫数の多し ,O) は， 1,tj 人ータン農業研究フロ>ェクトの対象地域と :t) ・(し '~~-ItDarfur. 

南Darfur, 」tKordofan, 「~iKordofanの西郊 4 HIて， 1,jJフロ:;_1. JJ I、本；':'I幻），けt11月によると， 1979

年にこ C)4 J, ト1在合わせると全国の飼養頭数に対し.'Hよ45%, 平は37%. [[j羊は32%, プクダは

65%を占めてし）だ由である

4) 農業開発上の問題点

人ータン iよ，)~四業間発のポテンシャルが高＼＼とし＼われるか，現時、•.'i.: -~ おll〈.: よ，主吋^ーし「）あらゆ

~$j没 I怜：こ溢路があり，発展の見込はう j·( ヽと f想する外［玉1 人も多し 'o その理由は？おわしね 1五じ

-12~ 
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合だめら)Cl,-:'~ よ］である

n スーダンの農

1 研究体制の概要

スーダン

Food and Natural 

｛「政存オI['りする 省 ('.¥linistryof Agriculture, 

の卜ャ：こ 3人

~ の

ノヽーダンにおける

で，その機構は図 2のとお ,Jである J-なわち，大臣 (Minister)

(Minister of State) ; がおり，それそiし

を担当し． さらに 4人 おり，それそ

’貸
し｝ 叶画及び開

叶両及び総

務に閃｝る各局を所悴している。このほか作物生哨，家畜生）；に機械化栽焙，水責源間発、農業

1こ関する平自治的な政府機閏が，大臣の監督下にある Cl

下記の祖織によ，＿）て分担実施されてし}る;

1) 農業研究公社 (AgriculturalResearch Corporation) 

農業食糀天然資源大臣の監督下にある半自治的政府関係機閃

担灯研究分野：作物生陀（育種，栽培，生理， 七壌肥料，病鯉，昆虫，園

食糧加［，林業，漁業，野生動物，<';'{地

なお，アメリカ (USAID) とlit界銀行との共同援助による西スーダン農業研究事業 (Western

兌又、ヽ・文：
1、上1月，

Sudan Agricultural Research Project) が特別プロジェクトとして行われて＼ヽる。

2) 農業食糧天然資源省の動物資源関係局

上に畜産研究部 (AnimalProduction Research Administration) と中央獣医研究所(Central

Veterinary Laboratory) で，畜産及び家畜衛生に関する研究が行われている。

3) 三つの大学農学部

ハルソーム大学（ハルツームノース所在），ゲジラ大学（ワド・メダニ所在）， ジ:Lーバ大学（ジュ

ーバ所在）の各農学部でも農業研究が行われている。

スーダンにおける農業研究は，農林咤業の開発に直接必要な応用研究 (Appliedresearch) を

Hこ行い，大学においても拮礎研究の実施は少ないように思われだ。基礎研究は外国にまかせ，

文献によって晶礎的問題の知識を得る）j針である。

なお，農槃研究公社の応用研究と大学農学部の応用研究との分担関係は明らかでないの

--14 
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丁 '1 I、女,J)応汁i升砂月i!/r5, 商品作物研究所 (CommodityResearch Station) 2 `  その他各直門別J)

研究七ンター (ResearchCentre) 

の分支所があるノ

及び研究部 (Research 5のほか， 多数のこれら

各場所の特徴：土次のとおりである c

〈〉地域研究所

(I) Gezira Research Station 中央部地域

ゲシラ地方のかんがい農業を対設とすると同時に中央研究所的性格をもち， 国内の全体的な間

り対応をずる。 、一のだめ作物に関する全研究分野のノ、夕 j フを揃え（し)る

夏作シースンの日最高気温は38・・40℃ケジラ地力'の年降Fli量は300へ 350mm I I最低

℃ ， 冬作シーズン (11-2月） Cl) Ll ff} 贔/~しII乱は：35゚C 日最低気温は10℃であるヘ
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''"""' 

図3 農業研究公社の研究所の所在地

(2) Kenana Research Stationー．―-中央部地域

中央部のやや南の天水農業を対象とする。この地方の年降雨械は450--550mm,夏作シーノヽンの

日最高気温は42℃，日最低気温は22℃，冬作ンーズンの日最高気温は35℃, H最低気温は20℃で

ある。

(3) Hudeiba Research Station-―北部地域

北部の乾燥地におけるナイル川によるかんがい農業を対象とする。主要作物は野菜，マメ類，

果樹である。年降雨鼠は100mm,夏作シーズンの日最高気温は45-47℃, H最低気温は25℃，冬作

シーズンの日最高気温は33℃，日最低気温は 2-3℃ である。

(4) Kadugli Research Station-—西部地域

西スーダン農業研究プロジェクト (34頁参照）の地域。そのプロジェクトの一部として研究棟

-18-



表14 農業研究公社の主要研究所

Forestry Research Soba. P. 0 Box 658 Head El ObeiSd, t Gum Research on Silv1culture, Andzon~ 
Section Khartoum Arabic at ion Wood Te,ch., Botany and Gum 

Wad Medan1, Arabic 

Dongthoe ! a and 
Sou rn Kor-
dof an 

Wildlife Research Khartoum, Zoological Head Dinder National Ecology of wildlife species, feeding 
Section Garden P.O Box 16, Park ha bi t st m i gr at I on trends, d I sea s es 

Murada, Omdurman etc 

Pasture Research Shambat Research Sta- Head Gezira and Research on irr1gat~d and tainfed 
Section t1on, Khartoum~orth, Ghazal a pasture Local and introductions. 

P O Box 30 Gawazat 
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u
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、A

8'Shambat Research Station 1. Kha rtぃu;,;:,ort 
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9J Shendi Research Station• Shendi i 

Ir )・cしし

O) Sennar Research Station ¥Sいい1ar 

マ：、り）
r
、4

一
り｝'‘
 え己

rJ I) Guneid Sugar cane Research Station : いlHH'

サトウキビの を fr·〗て t• 00 

Gum Arabic Research Station (El Obeid! 

ビ，r':了、］＼の 和h・ てし＼る c

］お， lー~ood Research Centre、 Fi吋hResearch Centre, 

Wildlife Research 

1・; M只丁叶廿［サit勿まだ

Pasture Research Section: こ）＇ふ（

l /-_'l-
L kiZ 

Research Section, 

, :S 

3)財源

！農業研究公社O)l凡原は次のとおりである C

中央政府から毎年如!¥さ、｛しる

人

ー~ しこぺ iこよる収入
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.A, ↓~  

;}り

ICAHDA 

その中で最も重要なものは. IDRC (• カナダ？

ンター）， ICRlSATl 

七ンクー：，

ぷ、
L

, U~DP ( からの t)のである c

4) 

現在までの定期刊行物は次の 3種である。

Annual of the Gezira RPsearch Station and Other Stations 

Annual Report of Kennana Research Station 

Annual 

し1;1オ来ヤ

of Hudeiba Research Station 

Research Centrでまたは RPsearchSection'{'も を間始1-;::, （ ヽ

Food Res ea reh 

Forestry Research Centre。

Fisheries Research Centre, 

and Pasture Research Section 

Wildlife Research Sect10n 

二しりばか重要作物の将及甚の刊if・か始まりつつある r

さら(、:ARCは、 AGHIS( 

の研究夷施情報， FAOの

ネ！卜「］ーク， F 及び（八RIS(! 開発

3への をして¥,)る 0

5) 職員数及び職員の研修

ARCの職員数は，次のとお :Jである。

研究者 約300人

その仏j糸り130Aカ；,ph, DまたはM,Sc, をも 者。

約140人が研究助手であるが， その内多くの者が，現在(メリカやイキリ人の

大学院に留学中であるっ

能者約600人

労務者 約4,000人［長期雇傭）

約400人

これら職員の資質向卜のため，長期または知期の研修か行われているぐこれらの研修は，国家

叶両の＾部として毎年公共サービス行政改革省 (Ministryof Public Service and Admini1s-

tration Reform) に申請さ 多
J を得た後，計圃が実施される．う海外での研修について

は，国際機関からの共同研究叶圃1こよるものや友好国からの 2国間援肋iこ上る切学や研修叶両を

活用している。
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6)研究の企画と調整

:1) 研究計画の

以前は， ［として jこわれていだが， 叫
、

、

〉`
9

-9
,
 

’~,h 

研究の必要か強調されるよ）になり， このよ〉な研究企[f厨ど調整を担〗Jjる

gramming Unit1 が，公社し＇）本部に設讃された·C まだワタ~，‘ノルカ j_.,, コムギ，

イ，サト占キビ， 昆虫 をそオしぞれれi当する

く問題指向

(Pro-

弓ソカ

(Nation-

al Co-ordinator) が任命されてし >6。

技術委員会(「 2)祖織」参開）は，各種の研究所，研究センター，研究部に対し，研究の優先

度を決定する c ごれに従，）て，各研究所，センターまたは部ごとに，研究者，研究加］整官，その

地域の生咤間係者が出席して，具1本的な研究計画を作成する，各シースンの終りに，各研究チー

ム：こ対する叶価か行われ，成果，障害，将米の方向かnJ]雌にされる 最近公社に移管されだ部門，

すなわぢ食糧加[, 林業，

tional Council for Research¥, 

についでは，大学の関係者，国家研究会議

の牛Iが行政部局．他省の関係者も，研究叶

両作成：こ参加してし'る 3

公社の運営審議会の委員として，大＇~、、；:: の代表，国家研究乞義の代表，生I悟団体の管理者が参加

し， さらに詞じ組織の中の研究指導者の代表が相圧に参加して，研究計画の調整：こ貢献している a

i2l 農業生産組織及び生咤行政部局との調整

農業研究公社は，国全体を通じ，農業生栢の直面する間題の解決を助けるだめに努力をしてお

り，農業食糧天然資源省の技術的な片腕としての機能を果すものである。このため，運営審議会

の委員に，：t嬰な生産公社と農業行政部局の代表を含み， 卜j フレベルの研究計呻Jと政策決定に

し，生廂分野と研究分野との調整の目的を果している。 . }J, 生産公社の連露審議会の委員に，

農業研究公社の代表が含まれており，同様の目的達成に役立っている。

農業生産公社で用いるべぎ技術の勧告を行うため，次のよ、）な国家技術委員会 (National

Technical Committees)が設けられている。

① 作物生産委員会 (Crop Husbandry Committee) 

ワタ品種委員会 (CottonVarieties Committee) 

⑲) 病害虫委員会 (Pest and Disease Committee) 

④ 天水農業委員会 (RainlandAgricultural Committee) 

⑤ 種子婢及委員会 (PropagationCommittees) 

これらの委員会は，非常に幅広い層からの代表で構成され，座長には常に農業研究公社の理事

長が任命されている。

これらの委員会は，研究成果に基づいて，営農に採用でぎる新技術を明確にするとともに，会

議の結果をフィードバノクして研究の優先度の決定に役立てている。

またこれらの委員会の招巣に先立って， TheAnnual Agricultural Meetingと呼ばれる，農業
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分野の な研究者， 専門家，

制限因子及び可能な改善手段につい

行うべき，

, l ¥ ＝玉曰

ょり

7) 主要な研究分野

種

主な対象作物は，

菜及び果樹である。

121 

肥凧，

i3i 

(4) 

(5) 

な研究計画の作成,.

が開催されているこ

、’
9
J
 

る

つ二と 1こなる。

ワタ， ノルガム， コムギ，

このうちワタに最も重点が買かれ，

→‘ヽ ーア

-"、̀ ， 

果はフィード/¥ J クされて S

ラ、）カセイ`

長，中，短繊維ごとに高収鼠

耐虫性のほか繊維の品質にも配慮しながら育種を行っている。作物に上）ては

外からの導入系統の適）心性比較，選抜だけを行.)ている 3

栽培及び生理学

かんがい栽培，非かんがい栽培の両面についての栽培技術，

水分関係，収穫，機械化等に関する研究合行っている、）

も力を人れている。

てし＼るこ，

さら 1こ，

植物学及び植物病理学

われている。まだ，

線虫病宮の研究をしている（

油糧作物，繊維作物，

とくにワタの角、r且病，

セイや園芸作物の病気にも力を入れている。

園芸作物

収穫方法，

なものである。

ロ
上ヒ

ワタ，

虫

コムギ，

薬による防除，

サトウキビ，

栽培学的防除，

立枯病（萎凋青

は，航空散布のための農薬の選択，散布間隔．散布[,1]数，

験を行っている。

この

食用マメ

•主として栽培廿乍期り

まだワタの収鼠変動要因について

食用マメ類，

f

}

 

，
 

生産

さらに総合防除に関する研究を行っている。

サトウキピ，野

耐病性

を行わず〕

栽植密 施

につしパても力を入れ

ここでいう植物学とは雑草防除を意味し，

り夕その他の主要罰作物，野菜及び果樹の細菌病，糸状困病

手取り，機械，除草剤などによる防除法の研究が行

ウイルス

を漑くほか，

豆類，園芸作物のじ要害虫の生態及び分類学的研究，

ラ ゾ ヵ

主として野菜や果物の生陥，輸送，加工に力を入れている。研究内容は，栽焙時期，施肥}j法，

かんがい方法作の栽培関係，生産物の品質，収穫後の損失防止笠の流通加［関係か主

それらの農

とくにワタにおいて

散布鼠等の施用猜準を設けるための試
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!61 t: 壌望：

芳

t
1
 

r
¥
 

,81 

レ

t、:とし

， 
主レ！

1こ閃する

月l!JIJf 

ナゾメ

の

ilO.I 野牛~ 動物

野生動物の

放牧地謹価，

を行・)(し〉る c 最，近は，

する研究も臼）て tヽづ〉

を行・)てし＼心 0

，利用;::っし＼ての

9—_))iii— 

rm,t, 

1 こ三）し i て行·)て P~s こ

し、'J., • (,  

i: 

ネギ， I--;-Iヽ' I{レイン

，こも力を入れてし¥,;;;ツまた袴

ill) 放牧地及び牧草

日然牧伊の生態，牧草の構成，

，収穫に関する研究も行')-r Iゞ.¥る

データの

r, 
）］ 

丁，

追播の研究のほか，

し｝る.

i
c‘ヽレ,、

9ス8、＜r

、ヽ）
;1 

t
ゞ

，

i

ヽ，ヽ
~
ヽ

4
 

~, 
）
 

了
’
~

/
i
)
 

力する二とをtな

しこ閃する

を行)-cし}る。

移動J;ターン，

ーダン J:

'‘
 ＼
 ,JJ 

-24 

とし、 ・cしふた

も｛了・・)てし 1るて｝

でーケ j テ｛ン

／＼ナナ， マンごJ"ー，オ

たソルカ‘ム））品り『［こ閃

ーヽ］ ム. I、'.}j

な研究と

髯-f牛， Ji!、J

［よ力'iんガ：し立「文『(<l)f-重虎員土し車交， 1災

1)2) 漁業

tとして淡水魚の育種と生産に関する研究を行）ており， とくに魚種，採食習性，

特）j法の研究に重点を四いて pる（，さらに糸［海におけるカキの育種，

も杵手している。

保護に関す.る研究に

8) 海外機関との共同研究プロジェクト

農業研究公社は，先進渚国や国際機閃からの協力により，多数の共同研究フ・uシL クトを設け，
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191 UNEP 

剤の利用c

!JO) IFS ¥スウェーデンの

クラスカル（魚）によるm

及びオランダ政府

と病気（マラりア布）の

3 ゲジラ研究所 (GeziraResearch Station, 農業研究公社の研究所の一つ）の

現状

ケンラ研究所は，農業研究公社の中の最大規模の研究所で，ゲシラ開発計両 (GeziraScheme) 

及びその周辺の農村の富農に必要な作物生咤技術の1応用研究を行うとともに作物分野の中央研究

所的役割（全国を対象）をもってし lる。

な研究対象作物は， GeziraSchemeに対応して， ワタ， ソルガム， ラJ カセイ， コムキ，野

イネ，その他ダイズ， ソラマメ， さらにGeziraSchemeには無いハールミレノトである〈

i)組織

Headquarterのほか11の研究科 (Section) があり， 25以上の研究プロシ丁ークト

いる。研究科は次のとおりである。

11) Agronomy & Crop Physiology Section 

12) Cotton Breeding Sect10n 

13) Plant Breeding Section 

141 Horticultural Research Section 

!51 Botany & Plant Pathology Section 

16) Entomology Section 

171 Bioassay Section 

181 Soil Science Section 

(9! Statistics & Agricultural Economics Section 

110) Silvicultural Research Section 

Ill) Agricultural Engineering Section 

2) 生産及び行政部門との調整

されて

農業研究公社のDirectorGeneralを座長とし，研究，行政，生産の広い分野からの代表者で構

成される下記の四つの委員会により，生廂及び行政部門との調整を行っている。

(1) 作物生産委員会 (CropHusbandry Committee) 

じにゲジラ・ポード (GeziraBoard, ゲジラ地域の約90万haの上地を所有し， ワタその他の

-26-



生産をする半自治的政府機関）の人タ:;フと， ワタ， コムギ，イネ， ‘ノルガム等の栽培スケシ

ール，防除管理スケジュー！レ，栽培技術，種子等について協［義する。

(2) ワタ品種委員会 (CottonVarieties Committee) 

約20万haのワタ畑に対し，品種別の作付面積割喝を協墳する"

(3) 病害虫委員会 (Pestand D" 1sease Committee; 

ゲジラ地域及びスーダン全域について，害虫，病害，雑草の防除対策技術に関する協議をする。

(4) 種子普及委員会 (PropagationCommittee) 

種千の増殖と採種に関する協議をする。

研究所は，これらの委員会において，生哨及び行政部門から出される諸問題を，研究企圃に反

映させている 3

3) 分野別問題点と研究の方向

(I) Agronomy & Crop Physiology Section 

主な対象作物：ワタ，ソルガム， ラ／カセイ， コムギ， ダイズ， ソラマメ，水稲（、ただしダイ

ズとソラマメは，未だ経済ベースの生産になっていない）

この科には 6人の上級研究者 (Scientist) がおり，ワタ，‘ノルガム， ラノカセイ， コムギを各

1人， ダイズ及びソラマメを 1人がそれぞれ担当するほか， 1人が土壌及び水関係の研究を担堵

している。

各作物ごとに，最適栽培季節（播種適期，収穫適期）．品種比較，かんがい）j法，養分官の研究

を行っている。作物別の問題点及び研究の重点は，次のとおりである。

ワタ：ワタはゲジラ地方で最も重要な作物で，作付面積も大きく，スーダン全体の約十を占め

るが，近年収鼠が低下の....途をたどっている。主な原因は，連作と不徴底な農薬の航空散布によ

る病害虫の増加ならびに収穫期の労）J不足である。最も重大な病害虫はWhitefly(コナジラミ類）

で，これに次いでFusariumwilt (萎凋病）の被害が大ぎい。このほかReddening(赤色化）と

呼ばれる生理病らしいものも重要な問題となっている。ただし，当科では，病虫害や省力に関す

る研究は行わず，専ら播種適期，収穫適期，品種比較等の研究に主力を注いでいる。

ソルガム：平均収鼠はかんがい栽培で l,lOOkg/ha程度，天水栽培で600-700kg/ha程度であるが，

栽培上大ぎな問題は無い由である。現在， ICRISAT(国際半乾燥熱帯作物研究所）との共同研究

計画により，適品種の選抜を行っており，特に強く求められているのは，天水栽培における耐乾

性品種である。

ラッカセイ：製油用または豆の輸出用として栽培されているが，栽培し重大な問題は無い由

である。
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Horticultural Research Section 

スータンこおける最も重要な果樹はかんきつ類＼クレープフルーツ，マンダリノ．オレンシ，

レモン， ライム）で， このほかデイ；；，マ>ブー， ク'"}ノゞ布も であるぞこれらの研究はHu-

deiba Research Stationで・Jこに行われており， ゲンプては1977年にかんき

だ~｛工かりである (0

を開始し

かんぎつ類の主な

施肥，③ 葉の遮光，

っている。他の果樹については，

櫨の比較等が行われている。

ウイルス対策（＂ウイルノ、・フリ... 株の 媒介昆虫防除

雑草防除，〈5) 品種選抜で，ウイルス対策が最大の間題とな

としてHudeibaResearch Stationで品種の収集と品質，収

野菜の中ではトマトとタマネキが最も重要な作物で，研究もこれに祖点が閥かれてし＼る 0 主な

研究課題は， トマトのフルーソ品 トマトの栽培法，③ 耐虫性品種の育成 (Iヽ

マトの¥Vhitefl)ヽ，タマ不キのThrips), (4) 乾物年の高 1,,タマ不ギ品種の育成である。なお， タ

マネギは，丙人ーダンのカサラで，施肥，播種適期，栽植密度，かんがい等の栽培技術の研究が

行われてし＼る、つ

(5) Botany & Plant Pathology Section 

この科では，雑草防除と病害防除の研究を行っている 3

要雑草は次のとおりである 0 ( )内は現地名

Cynoden dactylon (Nagila) ギョウギシバ

Cyperus rotundus (Seid) ハマスゲ

Heliotropium sudanensis (Panab agrah) 

Heteropogon contrortus (Shatta) アカビゲガヤ

Cymbopogon nerva tus (Na!) カルカヤ類

lpomea cordofana (Tabar-Hantul) ビルガオ科の植物

S triga hermonthi ca (英名Witchweed)

t要病害は次のとおりである。

Cotton 

11) Bacterial blight (Xanthomonas malvacearum) 角点病

(2) Fusariurn wilt (Fusa rium oxysporum) 立枯病（萎凋病）

Sorghum 

Covered smut (Sphacelotheca sorghi) 黒穂病

Wheat 

Stern rust (Puccinia graminis) 黒さび病

Ground nuts 

(1) Leaf spot (Mycosphaerella arachidicola) 褐班病
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2: Leaf spot (lH. peroso雇

Tomato 

, li Leaf curl virus disease. transmitted by Bemisia tabaci 

,2) Root knot nematode 

!3) Root knot nematode 

Onion 

lo i cal ャ 'I ネ可 7センチ ~L 占

incogni ta) 廿ツマイモネコフセンチュ心

lJ Powdery mildew (Oidium sp.) )とん二病

i2) Pink root fungus (Pyrenochaeta sp.) ピレノヘータ

(6) Entomology Section 

この科には 7人の研究者 (Scientist)かおり，ゲンラ 要な害虫の研究を してしヽ る

研究の内容は，昆虫の生物学的，生態学的研究と防除方法に関ずる研究で，天敵の研究も行われ

ている。ワタの害虫の薬剤防除｛こついては，海外晶国の会社から提供を受けだ殺虫剤の比較ぶ院

を小規模（研究所圃場）及ひ大規模，、ゲ／フホー Iv)圃場での航空散布）の両面で行い， 二れを 4

年間繰り返した結果により，薬剤の詮価をする，，また散布時期と /ill数の試験もしている

作物別の重要＇ら害虫は F記のとおりであるが，最も重大な害虫はWhitefly (ー］ナシラミ煩）てあ

るぐ,，ー 0)古虫は，数年前まではかなり防除でぎだか，最近は防除困難になってし＼る。その［な理

としては，① 害虫の薬剤抵抗性， i)航空散布だと，薬剤が植物体のド部まで到達しないこと

か多い，③ 天敵か薬剤により死滅笠があげられる。

このだめ，抵抗性品種の育成や栽梢密度の研究が要求されている。

主な害虫は，表15のとおりである。

(7) Bioassay Section 

西ドイソの協力により， 5年前に設汽され，実険室を整備中である,)残留農薬の間題を扱って

おり，主な業務は① 分析手法の確見② 士壌，野菜， ミルク，綿実の残留農薬の分析である。

(8) Soil Science Section 

この科では，ゲジラ地ガの上壌にとどまらず，大別してスーダン北部の上壌と中部の土壌につ

いて，それぞれ研究をしている c

北部の上壌 北部は典型的な乾燥上壌地帯である（）この地帯の特徴は次のとおりである。

① 年降雨鼠が50mm以下で，かんがいが不可欠である。 tにナイル川の水を用いているが，

一~＾部では井戸水かんがいもしている。

② 土壌は窒素不足

③ 土壌は有機物不足

④ 塩性土壌（主に NaCl,若fNazCO炉及びアルカリ土壌
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4 フデイバ研究所 (HudeibaResearh Station, 農業研究公社の研究所の一つ）

フテイバ研究所は1961年：こ設立され，北部スーダンの農業研究を担当する c すべての作物は，

かんがし＼ 在前提として研究されている。現在， (Scientist)が11人いる。対象作

物は次のとおりである Q

食用豆類：ソラマメ，インゲンマメ ピラマメ

果樹：かんぎつ（グレーフフルーソ，オレンシ， レモン， ライム），ナツメヤシ，マンゴー

野菜：特にタマネギ， トマト，キウリに重点

研究部門は 5科あり，各科の主な研究内容は次のとおりである。

Agronomy Section 

作物の栽培に関する研究

Breeding Section 

豆類及び野菜の高収賢品種の育成

豆類の耐病性の育成（ソラマメのうどんこ病，インゲンマメのウイルス，恨腐病筈）

Soil Science Section 

植物一水関係，要水鼠

窒素の施用i去

塩類土壌と作物との関係（この地方の表土の ECは18mmho/cm)

Entomology Section 

食用豆類の害虫（主にアプラムン，ハスモンヨトウ ((Spodoptera exiguaJ, バノタ類）

野菜の古虫（コナジラミ類， オオヨコバイ類 [Empoascalibyca〕）

Plant Pathology and Botany Section 

特に重要な病害は，キウリのうとんこ病

5 西スーダン農業研究プロジェクト (WesternSudan Agricultural Research 

Project, 農業研究公社の特別プロジェクト）

このプロジェクトは，農業研究公社の特別プロジェクトとして， 1978年にUSAID(アメリカの

国際開発局）と世界銀行とスーダン政府との間で調印され， 1979年後半に開始されたばかりで，

現在体制整備中である。しかし，学問領域ごとの個別の研究をする傾向の強い，これまでの農党

研究公社の研究姿勢と異なり，社会学者，経済学者を含む数種の異なる専門家が，チーム活動に

よって間題の解決に当たるという，いわゆる総合的アプローチ方式をとっており，研究成果が期

待される。またこのプロジェクトの実施を刺激剤にして，農業研究公社の体質改善をしようとの

意図が援助側にあるようである。

このプロジェクトの対象地域は， NorthKordofan, South Kordofan, North Dafur, South 

Dafurの4州で，年降雨址は北は200mm以下，南は700mm以1こと変化が大きい。この地域の主要作物

はパールミレソト，‘ノルガム，ゴマ， ラノカセイ，スイカ，ハイビスカス (Kerkadeh),アラビア
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ゴム笠で， 1979年の統計によれば， この 4州の がスーダンの るめc
l
 

L・4 ！
 

-

）

 
9,' 

J ¥ 

ールミレ；卜 90'¾, アラビアゴム90%, ゴマ52%, ラノカセイ 46%, ・ ノルカム17%となっている

また上な家畜飼養数は，牛700万頭（全スーダンの45%),羊600万頭 (37%), 山羊350万頭 (32%),

ラクダ100万頭 (65%) とな）ている。

この計画作成の前提として，次のような問題点が指摘されている。すなわち，西スーダン

業資源は開発途上にあると一般に考えられているが．これは西スーダンに関する最大の誤解であ

り，西スーダンの土地は過利用のために生産力が低下してしまっている、放牧地は，過放牧．無

差別の野焼き，などに激しい被害を受け，栄養価の高い永年草や飼料低木は，栄養価の低い，味

の悪い草に，とって代わられている。作物生産は，土壌中の無機養分が使いつくされるまでいl. :!: 

地で行った後休閉し，自然に地力が同復した土地に栽培地を移すという伝統的方法で行われてぎ

だが，近年は人口増加の圧力によって，休閑地が地力を [nl復しないうちに再び作付けを開始しな

ければならない状態になってきている。

このような実態を認識し，自然の生態系を卜分に配慮して，総合的な開発のための研究出囲を

策定している。

計画の概要は次のとおりである。

目的

① 農業研究公社の研究者と西スーダンの農民及び牧畜民との間の生産的な対話を開発する

こと。

② 西スーダンの定住農民と牧羊民のために，改良された農業生発システムを試験して開発

すること。

③ 農業研究公社本部における支援事業の開発を通し．国の農業研究努力を強化すること。

目標

① 総合的な家畜ー作物生産システムに関する研究活動を， Kadugli,El Obeid, El Fasher, 

Ghazala Gawazetに設立または拡大すること。

② ハルツームに農業研究公社の本部設儀を促進すること。

③ 農業研究公社を商品別研究チームに再組織することを助長すること c

期間 6年

対象地域

North Kordofan, South Kordofan, North Darfur, South Darfur州。主として北緯9"

301 -16゚ ，東経20°-32゚ に囲まれる地域。

資金源

スーダン政府，世界銀行， USAID

執行機関

スーダン政府側は農業研究公社

世界銀行及びUSAID側はワシントン州立大学をリーダーとするアメリカ西部の大学によって
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19 f i (木）

20日

21日

22日（日）

23 El (IJ) 

24日＼

Research Station (旦下GSと ずなわち GSO)概要謁査，

Section, Botanv & Plant Pathology 

GSのCottonBreeding Seぐt.,Entomology Sect., Bioassav Sect. cり

（休日）ケンラ地

GSのSoilScience Sect.、Plant Sect., Horticultural 

Research Sect. の調査

G S (/) Headquarterで総括的意見交換，スーダン・ゲジラ・ボード (GBと略

す）にて， スケシ・ェール打合せ

G Bc7)概要，農

GRの圃場視察

者から問堕，,,':,,聴取

ワドメダニ発（乗用車） 11 : 00, ハルノーム杵13: 30 

25日（水） I資料整理

26日（木） IMAに中間報告，後半日程の打合せ

27日（金）

28日 (J:)

3月 1日 (U)

2日（月）

3日（火）

4日（水）

5日（木）

6日（金）

7日（上）

8日（日）

9日（月）

10日（火）

11日（水）

12日（木）

M A内にて， HudeibaResearch Station場長より阿場の組織，活動の概要・ を

聴取

Iヽルツーム癸（ランドクルーザー） 10 : 00, エ J ドエイム着13: 45 

日本人専門家 (JI CA) 及び日本工営職員から現地の農業事情聴取

白ナイル州農業部にて農業事情聴取， アプ・ガサバ稲作パイロノト・ファーム

視察

工 J トエイム発（ランドクルーサー） 9 : 00,)¥ Jレツーム着it00 

資料収集（主として内店にて，統叶資料，マ＿／

ハルツーム近郊畑作農園視察

Faculty of Agriculture, The University of Khartoumで調査

資料収集 (MA, 文化情報省にて）

（休日）資料整理

資料収集 (SudanNews Agency その他）

収集資料の整理，ほん訳

大使表敬，吉井書記官に調査結果概要報告

WSARPにて討議， MAに帰国挨拶

帰国準備，収集資料等の梱包，発送

大使招待ディナー

／ヽルツーム発 (ET726) 11 : 10, アテネ着16: 10 

（砂嵐のためf定便は欠航。便を変更して，遅れて出発したが，アテネにて，

成田行の乗継ぎ便に間に合わず）
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13日 アテネで待機

14日（士） アテネで待機

15日（日） アテネ発 (KL861) 16: 15 

16日（月） 成田着18: 30 

2 面会人名簿

Foreign Relation Administration 

Ministry of Agriculture, Food and Natural Resources 

i: Khartoum, Sudan) 

1. Dr. Suliman Sid Ahmed Director 

2. Amin Mohamed Ibrahim 

Soil Conservation, Land Use and Rural Water Programming Administration 

(P. 0. Box 1942 Khartoum, Sudan) 

1. Hassan Mohammedi 

2. Dr. Khogali Suliman Hamid 

3. Abdalla Ibrahim Elfadl 

4. Moawia Mohamed Mustafa 

Director 

Head of Soil Conservation and Laborato・

nes Section 

Head of Remote Sensing Section 

Head of Socio-Ecomonic 

Studies Sectiom 

Western Sudan Agricultural Research Project 

(P. 0. Box 30, Khartoum North, Sudan) 

1. Dr. Dafalla Ahmed Dafalla Project Director 

2. Dr. Robert F. Harwood Deputy Project Director 

3. Dr. James J. Riley Senior Advisor to the Director General 

Soil Survey Department. Ministry of Agriculture, Food and Natural Resources 

(Wad Medani, Sudan) 

1. Zein Abdin Omer Sherief 

2. Hassan M. Fad! 

3. Hashim Ali Dawood 

4. Abdelrahman Abdalla Ahmed 

5. Kamal Elfadil 

6. Mustafa Ali Mohamed Ichis 

Agricultural Research Corporation 

(P. 0. Box 126, Wad Medani) 

Acting Director 

Soil Survey Specialist 

Soil Survey Specialist 

Soil Survey Specialist 

Head of Applied Research and Reclama-

tion Section 

Land Economist 
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1. Dr々 M.M. Musa 

Gezira Research Station 

, Wad Medani, Sudan) 

ゥ
ーA

 
ー＼
 

E
a
l
 

s
 

•• 

I
 

r

a

 
，
 

ls 

）
 

ー

．
＾
 

ー '.¥,1, Elam1 

3. Osman入 A.

4. George L Ghohriai 

5. Ahdel Mageed Yassin 

Director General 

Ih rector 

日eadof 

Section 

Plant 

Hrad of 

（
 

f9 
ク，a
 

and Rice 

Sec-

6. Awad ,¥L A. Osman 

7. Prof. Hassan Khalija 

8. Dr. Ibrahim El Jack Mursal 

9. Dr. Elsir Yassrn 

10. Dr. Shavaf El Din 

11. Dr. Ahm』 '.¥asirBalla 

13. Dr. i¥fohmoud Kami! Abdalla 

14. Dr. Hassan Hag Abdulla 

15. Dr. Ali Taha Ayoub 

16. Dr。 A.Beshir El Ahmadi 

Sudan Gezira Board 

(Barakat, Sudan I 

1. Ahmed Abdel Muttlib 

2. A. Latif A. Farrag 

3. Wageeh Samuel Andraous 

Hudeiba Research Station 

(P. 0. Box 31隻 El-Darner.Sudan) 

1. Dr. L Ba biker 

tion 

Head of Horticultural Research S宣 twn

Head of Cotton 

Cotton Breeder 

Cotr、onBreeder 

Head of 

HPad of 

Assistant 

Section 

Section 

氾 t

Section 

Head of Soil Science Section 

Soil Chemist 

Head of Plant Breeding Section 

Director of Administration and Puhlic 

Relation 

Assistant Agriculture 

1culture Manager 

Director 

Faculty of Agriculture, The University of Khartoum 

(Shambat, Khartoum North, Sudan) 

1ら Prof.A. I-!. El :¥ad1 

2. Dじ l--!amiJDirar 

Amin Enterprises 

Dean 

Head of 

(P. 0. Box 1333, Khartoum, Sudan) 
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Annual report of 

plan of economic a叫

and 

and senior ARC 1979. 10 

1977 -1983 

tural in臼 stmentact 

e、「ht、1Gezira schem1。 pilsta、ndpresent 

research 

station and substatiりn,;,1972, 73 

Annual 1・epn°・t of Kenana research 

station, 1976, 77 

'.¥iinistr:: of Cultuiで andInformation 1979 

ARC 1980、 1

¥Y,;dd Bank 1979. 5 

:'.1inistry of Culture and Information 1977 

of Culture and Information 1976 

Sudan Gezira Board 

ARC 1979. 6 

ARC 1980. 11 

Annual of the t—lucleiha research ARC 1979. 1 

station. 1974-75 

Cotton gnnnh in thぃ（託ziraぃmironment ARC 1969. 1 

The Sudan in picturゃs Salah Khogali Ismail 1976 
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The problem of ciesertification in the 

Republic of the Sudan. 

じniversityof Khartoum 1978 

with special reference to Northern Darfur 

Province 

入ーダン民＿［共和国北部コルトファン州ハマ 社団法人海外コンサルティング企業協会

ール地域農業間発吋画調査報告書 株式会社三祐コンサルタンツ

パシフィク航業株式会社

Key to Khartoum (map) 

Afrique, North-Est (map) 

Sudan (map) 

Proceed of the Khartoum workshop The University of Khartoum 1978. 10 

on arid lands management 

T ,and and water use survey in Kordofan F AO 1967 

Provmce 

土壌

Semi-detailed soil survey and land capa- Soil Survey Administration 1975. 4 

bility classification of Ed Damer, El 

Zeidab and Kelli areas (Nile province) 

Semi-detailed soil survey and land 

suitability classification, 

Agat El Kulus co-operative pump 

• scheme (Northern Province) 

Exploratory soil survey of north and 

south Kordofan 

Soil Survey Administration 1980. 6 

Soil Survey Administration 1976 
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すhぞ Brownpla註thopperin India設ndSri Lanka 

t}4， ブラ；， IL,仁左j込ける

45. Fied Observations and L昌bor邑torvAnal vses 

46. ブイリピンのマメ とく：二五f註ngbe品目♂〉午 ！＇£

生7. Proceedi口gsof SABRAO on Animal Genetic 

48‘ Field Obser司、・ationsand IべiboratoryAnalvses of 

49. qイ国にむけるLandConsoidationについご

Soils in 

50.売：ラ← Fシンボジウよ、N；宇J

51’マレイシアムダかんがい にまfげる水稲二期作：経J止の'jさ！さ

52. ブラジル サンハウロおよびパラナチト！の土壌と農業調査報公主

land 

in Asia and 




